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　近年 、 言語 障害通級指導教室 で は 、 言語障害児だ けで はな く発達障害児 も指導を受

けて い る 。 言語障害の 知識や指導技能 だけで は対応 で きなくな っ て お り、 通級 に よ る

指導の役割を果た す専門性を高め る現職研修が 必要で ある 。 本研究の 目的 は 、 こ れ ま

で 行われ て きた現職研 修の 実態 と課題 を明 らか に し、今後 の 現職研修 の 在 り方 を検討

す るため の 基礎的知見 を得 る こ とで ある 。 対象は、昭和50年代、 60年代 、 平成 10年

代 に内地留学 した 4名 の 新潟県の 言語障害教育担当教 師であ り、半構造化面接を行っ

た 。 内地留学で は、言語障害の 知識 と指導技能が意味ある学習 と して 認識 され て い た 。

しか し、 内地留学後に 4名の 教師が 重視 して きた役割や専門性 は言語指導だ けで は な

か っ た 。 学級担任や保護者と協働 し指導を行うこ とを自らの 役割 として認識 して い た

こ とが うか が われた。以上か ら、今後の 現職研修の 在 り方が検討され た。

キー ・
ワ
ー ド：言語障害通級担当教師　現職研修　専 門性

1．問題 と目的

　平成 5 年に制 度化 され た通級 に よる指導は、

平 成 18年 4 月よ り、学習 障害者及 び注意 欠陥

多動性障害者が新 た に指導 の 対象 とな っ た 。 平

成 23年 5 月 1 日現 在、65
，
360名 の 児 童 生 徒 が

通級 に よる指導 を受けて お り、対象児童生徒数

は増加 し続 けて い る （文部科学省 ， 2012）。 小 ・

中学校の 通常の学級 に在籍す る特別 な教育的支

援 を必要 とする児童生徒の教育にお い て 、 通級

指導教室の 果たす役割へ の 期待が大 きい こ とが

わか る 。

　通級指導対象児童生徒の 48．4％ は、言語障害

通級 指導教 室 に通 級 して い る児童 生徒で あ る

（文部科学省 ，
2012）。 言語障害通級指導教室 に

お い て 指導を受ける 児童生徒の 中に は、発達障

害を併せ 有する者が増 える など障害の 多様化が

み られて お り、 言語障害通級指導教室の 担当教

上 越 教 育大学大学院学校教育研究科

師 （以下 、 言語障害通級担当教師）に は、言語

障害に限 らず様々 な障害種 へ 対応で きる指導力

が 必要 であ る （全国公立 学校難聴 ・言語障害教

育研究協議 会， 2010）。 さ ら に、校 内の 特別支

援教育体制にお い て は、関連機 関 との コ ーデ ィ

ネイ トに 関す る専門性 も求め られ て い る （小

澤 ・高橋 ，2007）。

　通級に よる指導は 、 小 ・中学校の 通常の 学級

に在籍 して い る児童生徒 に対 して 、 障害に応 じ

た特別の 指導を、特別の 指導の 場 （通級指導教

室）で 行 う指導形態 であ る 。 障害に応 じた特 別

の 指導とは、障害に基づ く種 々 の 困難の 改善又

は克服 を目的とす る指導 、 す なわち 、特別支援

学校 に お ける 自立 活動に相当する内容を有する

指導 を指す （文部科学省，2007）。 言語障害通級

担当教師に は、自立活動の 専門性が 求め られ る

が 、 特 別支援学校教員免許状 を所有する教員 を

充て る な ど の 配慮が 大切 とされ て い るだ けで 、

保 有の 義務 は な い （文部科学省 ， 2007）。安 藤

（2009a）は 、 特 別支援学校教員免許状 の 保有の

一 115一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

藤井　和子

状況か ら特別支援教育に携 わ る教員の 多 くが 当

該教育にかか わ る養成教育を受けて い な い こ と

が看取で きる と し 、 「特別支援教 育にお い て は 、

養成教育 と現職教育 を一体的 、 連続的に捉 える

視点に立ちに くく、い きお い 現 職教育の 果 たす

役割が きわ め て 大 き い 」 こ とを 指摘 し て い る 。

こ の こ とは、言語障害通級担当教師に お い て も

同様 で あ り、 「現 職 教 育 の 体 制 整 備 （安 藤 ，

2009a）」 を図 っ て い くこ とが重要 な課題 とな っ

て い る と考える 。

　 とこ ろで 、これ まで、言語障害通級担当教師

に は 、 どの よ うな役割や専門性が求 められ、そ

れ は ど の よ うに 養成 され て きた の だろ うか 、

　 1958 （昭和 33）年、仙台市立通町小学校に我

が国初の 言語障害特殊学級が設置 され た 。 10年

後の 1968 （昭和 43）年に東京学芸大学 に言語障

害児教育教員養成課程が 設置 され 、 その 後 、
い

くつ か の 大学で 設置され るが、現在言語障害教

育の コ ース を設置 して い る大学 はご く限 られて

お り、 大学で の 養成に は 限界が ある。 した が っ

て 、 現職教師の 専 門性 の担保に つ い て は 、 内地

留学等現職研 修が そ の 役割を果た して きた と考

え られ る 。 言語障害教育草創期 における現 職研

修 に は、千葉県院内小学校の 言語障害特殊学級

担任で あ っ た大熊喜代松 とお茶 の水女子大学助

教授田口恒夫の 貢献が大 きか っ たこ とが 報告さ

れ て い る （山 田
・
吉 岡 ・津 曲 ， 1994 ；藤 井 ，

1998）。 当時、研修を受ける教 師た ちは 、 行政

や保護者か らの 期待に応 える べ く、 積極的に 研

修 に参加 し、先進的な知識 や技能を取 り入れ よ

うと真剣で あ っ た （丸山，2007）。 教 師た ちは、

新た な専 門性獲得 へ の 強 い 使命感 を抱 い て い た

こ とが推察で きる 。

　 1973 （昭和 48）年、文部省は 、 『言語 障害教

育の 手び き』を刊行する 。 大熊 、 田口 も執筆者

とな っ た 同書で は 、 「言語 障害教育 は治療教育

（remedial 　teaching）の 性格 をもつ 」 と し、 「言語

障害教育にお け る指導の 中心 はい わゆる言語の

治療 とい わ れ る もの で ある 」 と記 して い る 。 担

当す る教師 は、「治療 教育の 専 門教 師」で ある

とされた 。 同書の 内容は、音声学、心理 学 、 医

学、音響学 の 基 礎的知識 に関す る もの が 大半を

占め、「治療教育の 専門教師」の 資質とし て 重

視 され た こ とが わか る 。 同書 を基 に研修す る教

師たちは 、 「治療教 育の 専門教 師」 とい う役割

意識 を持ち、自身が 獲得すべ き専門性 を明確 に

把握 して い た と考 えられる 。

　我が国に 初め て 言語障害特殊学級が 設置され

て か ら34年 を経 た平 成 5 年 1 月 28 日に 、学校

教育法施行規則の 一
部が改正 され 、言語障害教

育は大 きな転換期を迎 えた 。 通常の 学級に 在籍

す る言語障害の ある児童生徒 に つ い て 、 特別の

教育課程 を編成する ことが で きる よ うにな っ た

の で あ る 。 特 別の 指導は 、 「心身の 故障の 状態

の 改善又 は克服 を目的 とする指導とす る 。 ただ

し、特 に 必要が ある と きは 、心身 の 故障 の 状態

に応 じて各教科の 内容を補充するため の 特別 の

指導を含む もの」で あ り、「心 身の 障害 の 状態

の 改善又 は克服 を 目的 とす る指導とは 、
い わ ゆ

る 養 護 ・訓 練 の 指導 を指 す 」（文部科 学省 ，

2007）とされた 。 通級 に よる指導は、教育課程

上 、養護 ・訓練 として 明確 に位置づ け られ た こ

とになる 。 通常の 学級に在籍す る児童生 徒 も養

護 ・訓練の 指導の 対象者で ある こ とを示 した と

い う点にお い て 、 通級 による指導の 制度化は意

味深 い 。そ し て 、 通級制施行 と い う変化は、担

当教 師に対 し、 治療教育 の 専 門教師 として の 役

割か ら養護 ・訓練担当教師と して の 役割 へ と転

換 を求めたと考 える こ とが で きる。しか し 、 養

護 ・訓練は、そ れ ま で 小 ・中学校の 教育課程 に

は含 まれて い なか っ た指導領域で ある ため、そ

の理念や特別の 教育課程編成に つ い て 新たに学

ぶ 必要が あ っ た と考え られ る 。

　1999 （平成 11）年 3 月の 学習指導要領の 改訂

に お い て 、 「養護
・
訓練」は 「自立 活動」に名

称変更 された が 、理 念は基本的に 自立活動に継

承され て い る （安藤 ，
2001）。 2006 （平成 18）年

3 月に は、学校教育法施行規則の
一

部が改正 さ

れ、小 ・中学校 の 通常 の 学級 に在籍す る自閉症 、

学習障害、注意欠陥多動性 障害の 児童生徒 が 、

通級に よ る 指導の対象となっ た 。 通級対象児 の

実態の 多様化 は 、 ますます個 に応 じた 自立活動
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の 指導を行 うこ と の 責任 を教師に求め る こ とに

なる 。 2007 （平成 19）年か らは特別支援教育体

制に移行 し、2008 （平成 20）年 3 月告示の 学習

指導要領 で は、 障害の ある子 ど もの 指導を行 う

際は 、 指導に つ い て の 計画 を個別 に作成する こ

とが 記 された。通級 に よる指導で は、「自立活

動の 指導お よび個別の 指導計画の 作成に当た っ

て、通級指導教室の 担 当教師 と通常の 学級の 担

任教 師 と の 連携、協働が 不可 欠 となる」 （安藤 ，

2009b）と指摘 され て い る。

　以上 の こ とか ら、 か つ て の 治療教育の 専門教

師か ら、通級制施行後 は 、 個 々 の 児童生徒 の 実

態に応 じた特別の 指導 （自立活動）を、学級担

任と協働 して学校 の 教育活動全体を通 じて行 う

教師へ と、要請される役割が変化 して きて い る

こ とが わかる 。 しか しなが ら、先述 した ように 、

特別支援学校教員免許状保有 の 義務が な い ば か

りか、現職教育体制 も整備 され て お らず、い つ 、

どの ような研修 を受け、ど の よ うな力量 を身に

つ けて い くこ とが 自ら の 役割を果たすために必

要で あるの かを教師 自身が判 断して い か なけれ

ば な らな い 状況 にある （藤井，2008）。 そ の 中で 、

「社会の 要請に応 じた資質、 専 門性 の 向上 に努

めなければな らない の で ある」 （安藤 ，
2009a）。

今後、ど の よ うな現職研修 をどの ように行 っ て

い くこ とが求め られ る の か 、現職研修の 在 り方

を検討す る意義 は大 きい と思 わ れ る 。 その 際 、

これ まで実施されて きた現職研修の 実態お よび

その 課題を把握 し、そ れ を踏 まえて 新 た な現職

研修 を構 想 す る こ とが 必要 で あ る と考 え られ

る 。

　新潟県で は、1967 （昭和 42）年に初めて 言語

障害特殊学級 を 2学級設置す るに 当た り、1966

（昭和 41）年か ら 1年 間 、 お茶 の 水女子大学 へ

2 名、 千葉市立 院内小学校 へ 1 名 （3 ヶ 月）の

教員を内地留学させた （丸山，2007）。 そ の 後も

言語障害通級担当教師となる者 を主 に大学 へ 派

遣す る内地留学 の 方法に よ っ て、専門性 の 担保

に努 めて きた と い う特徴が ある。 したが っ て 、

新潟県に お ける 取組 を対象に する こ とで、こ れ

まで 実施 されて きた現職研修の
一

端を把握す る

こ とが で きる と考えられ る 。

　 そ こ で本研究で は 、 治療教育の 専 門教師か ら、

通級制施行後 は、個 々 の 児童生徒の実態に応 じ

た特別の 指導 （自立活動）を学級担任 と協働 し

て 学校の 教育活動全体 を通 じて 行う教 師へ と、

要請 される役割が変化す る中で 、 内地留学 にお

い て何を学び、内地留学修了後は、どの ような

役 割意識 を持 っ て 職務に あた り、研修を行 っ て

い っ たの か等 こ れ まで 実施 されて きた現職研修

の 実態 と課題 を明 らか に する 。 さ らに、内地留

学を経験 しその 後長 く言語障害教育に携わ っ て

きた教師た ちが 、言語障害通級担 当教 師に 求め

られ る役割や 専門性を どの よ うに捉 えて い るか

を把握 し、 今後の 現職研 修の在 り方 を検討する

ため の 基礎的な資料を得る こ とを目的 とする 。

皿．方法

　 1．対 象

　新潟県の 言語障害特殊学級あ る い は言語障害

通級指導教 室の 担当経験 の ある者か ら、 4 名 を

対象と した （Table　l， 2）。 選定は、以 下 の 手続

きに よる 。

　治療教育の 専門教 師 と して の 役割、養護 ・訓

練担当教師 とし て の 役割 、 自立 活動担当教 師と

して の 役割が 求め られたそれぞれの 時期に 内地

留学 した 人物で、内地留 学修 了後 10年 以上 の

特別支援教育の 経験 を有 し、現在 、 管理職 に就

い て い る 者や 言語障害通級担当教師 の 現職研修

にお い て 中心的な役 割 を担 っ て い る 者を選定の

条件 とした。その 結果、治療教育の 専門教師と

し て の 役割が 求め られ た時期に 内地留学 を した

者 と して A 、 通級制が 開始 される前の 昭和 60年

代 に内地留学 し、 修了後は言語障害特殊学級担

任か ら言語障害通 級担当教師に な り養護 ・訓練

担 当教師 として の 役割が求め られ た者 として B

とC 、自立活動担 当教 師 と して の 役割が求め ら

れ た時期に 内地留学 を した者 と して D が抽出さ

れた 。

　 2 ．調査方法

　対象者の 勤務校 ある い は研究者の研究室にお

い て、半構造化面接を行 っ た。要 した 時 間は、
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一
人あた り 1時間 30分程度 で あ っ た 。 面接 に

お け る 回答は、調査対象者に 許可 を得た 上 で 、

IC レ コ ーダに録 音 し、 その 後す べ て 文字化 し

た 。

　 3 ．調査内容

　　（1）対象者の プ ロ フ ィ
ール （教職経験年数，

内地留学以前の 職務 ， 言語障害教育担 当教師に

な る きっ か け ， 内地留学先，内地留学の 時期 ，

内地留学後 の 職務 ， 現在の 立場〉に つ い て 答え

て もらっ た 。

　　（2）内地留学時及 び 内地留学後の 教師の 学

習の 実態を把握す る内容 ：

　　  内地留学で学 ん だ内容 （内地 留学で 学ん

だ こ と，意味の あ っ た こ とや 印象に残 っ て い る

こ と）を尋ねた 。

　　  職務に対する役割意識 （言語 障害特殊学

級担任ある い は言語障害通級担 当教師に なっ て

か らは，ど の よ うな役割意識 をもっ て仕事を し

て きたか）を尋ねた 。

　　  内地留学後の 研修 （内地 留学後 に 専門性

を高 め る た め に ど の よ うに研 修を行 っ たか ， 学

ん だ 内容は何か）を尋ねた 。

　　（3）今後の現職研修 の 内容 と方法 を検討す

るための 資料 ：言語障害通級担当教 師に求め ら

れ る役割 や専 門性 （長年 ， 言語障害教育 に携

わ っ て きた 現在 ， 言語 障害通級担 当 の 先 生 に

は，どの ような役割や専門性が 求め られて い る

と思 うか）を尋ねた 。

　 4．調査期間

　平成21年 9 月及び平成 22年 8 月

　 5 ．分析の方法

　「言語障害通級担 当教師に求め られ て い る 役

割や専門性」は、各対象者の 逐語録か ら該当す

る記述 を抽出 し、社会か ら要請され る職務の役

割の 変化の あ っ た時期 区分 ご と に整理 した 。 さ

らに、抽出 した対象者 4 名全員の 記述 に つ い て

KJ 法を参考に しなが ら カ テ ゴ リ
ー

化 した 。 そ

の際、研究者及 び特別支援学級 と特別支援学校

の教 員経験 を持 つ 現職派遣の大学院生 2 名の合

計 3名 で作業 を行 っ た 。 なお 、本稿で は 、 カ テ

ゴ リ
ーを《 》、サ ブ カ テ ゴ リーを 〈 〉 で 表記 し

た 。 そ の 他に つ い て は、職務の 役割の 変化の あ っ

た 時期 区分ご とに 整理 し、 時期区分 ご と の 特徴 、

及 び時期区分 を超 えて 共通する もの を抽出 し

た 。

皿．結果

　 1 ．内地留学の 時期 と言語障害教育担当教師

　　に なるき っ かけ （Table　l，2）

　 A は 、 県 内で 言語 障害特殊学級が設置 され始

めてか ら比較 的早い 時期に、「自分の ク ラ ス に

口蓋裂の 子 ど もが い た もんですか ら、 言葉の教

室に 出入 りして い た ら、校長に、言葉の教室 に

興味あ る ん じゃ ない か 、内地留学行か な い か」

と言わ れ 、 まず 、 新潟県初 の 幼児言語治療教室

の 担任に指名され た 。 言語指導の 経験がなか っ

た の で 、 併設 の 小学校 にお い て 、お茶の 水女子

大学で の 内地 留学 を終 えて 言語障害特殊学級担

任 にな っ て い た教師か ら言語指導を学 びなが ら

言語障害の ある幼児の 指導を行 っ て い た が、2

年後に県外の 大学教育学部 へ 内地留学 した 。

　B 、C が 内地留学 を した昭和 60年代は言語障

害特殊 学級が増加 し続 けて い た時期で あ っ た 。

「今まで や っ て い た先生が 退職す る予 定なの で 、

1年間内留 して くれ と言 われ て 」 （B）、「前任者

が退職す る こ とが わか り、 誰か後継者 を育て な

くて は とい うこ とに な り、 私が 、 特殊学級の 担

任 して た もの で す か ら、 声がかか っ たん で す」

（C ）とい うよ うに前任者の 退職に伴い 、校長か

ら指名され た 。 内地留学先 は県内の 大学教育学

部で あ っ た 。

　D が内地留学 をした の は 、通級に よる指導制

度化後で あ っ た 。 「担任 した 難発 状態の お子 さ

ん で、（略）、私は何 をして や っ た らい い の か わ

か らな くて 。そ れ で 何 とか 自分で 対応 で きる よ

うにな りた い な と思 っ て 希望 したん です」（D ）

と い うよ うに 自分か らの 希望で あ り、県内の 大

学教育学 部に内地留学した 。

　 2 ．内地留学で 学ん だ内容、内地 留学後の職

　　務に対する役割意識と内地 留学後の研修

　面接調査 の逐語録 か ら 、 「内地留学 で 学 ん だ

内容」、「職務に対す る役割意識」、「内地留学後
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Table 　1　対象者の プ ロ フ ィ
ール

対 象者 A B C D

年齢

性別

教職経験 年数

内地留学 以前の 職務

言語 障害教 育担 当教 師に

なる き っ かけ

内地留学 先

内地留学時期

内地留学 後の 職務

現在の 立場

60歳代

男

37 年

小学校通 常学級担任 8 年

校長か らの 指名

県外の 大学教育学部

昭和 51年度

幼 児言語 治療 教室担 当

言語障害特殊 学級担任

養護学校 教頭

県教委指導主事

養護学校校 長

教 員養成 大学 講師

地域の 特別支援教育研究 会

理 事

OD歳代

女

33年

小 学校 通常 学 級担任 12年

特殊学級担 任 13年

校長か らの 指名

県内の 大学教育学部

昭 和 60年代

言語障 害特 殊学級担任

言語通 級担 当教師

50歳代

女

29年

小学校 通常学級担任 9 年

特殊学繖担任 2 年

校 長か らの 指 名

県 内の 大 学教育学部

昭和 60年代

言語障害特殊学級担任

言語通級担 当教師

特別支援学 校教頭

地域の 早期療 育事業 講師　　 小学校長

地域の 言語 通線担 当教 師

主 催 研 究 会 の 指導者 的 立場

50歳代

女

33年

小学校 通常学級担任 20 年

自 ら希 望 した

県内の 大学教育学 部

平成 10 年代

言語障 害通級担当教師

言語障害通級担当教師

地 域の 言語 通級担 当教 師

主 催研究 会の 指導者 的 立場

Table　2　対象者が言語障害教育に携わ っ た時期

対 象 者 の 個 人 史

年度 言 語障害教 育の 歴 史に お け る 主な出来事
A 　　 　　 　 B　 　　 　　 C　 　　 　　 　　D

↓　 は．言語 障害特殊 学級
・

　 通級担当教師と して の

　 在職時期

指 名

内留

（県外）

1958 〔昭和33）

1967 （昭和42）

1974 （昭和49）

1976 （昭和 51）

1979 （昭和 54）

1985 （昭和 60）

1992 （平成 4）

1993 （平成 5）

1998 （平 成10＞

2007 （平成 19 ）

我が 国に 初めて 言語障害特 殊学級 設置

全国 で設置が 進 む

新潟県 で 2学級 開設

新潟県初の 幼児 言語治療 教室設置

新潟 県の 言語障 害特殊学 級32学級 まで 増加

新潟 県の 言語 障害特殊学 級36学級 ま で 増加

通級 に よ る指導制度化

特別 支援教育 へ の 転換

指 名
内留

（県内）

指 名
内留

〔県内）

1

希望
内留

（県内｝

↓

の研 修」 に関す る語 りを抜き出 して 、 社会か ら

要請され る職務 の 役割の 変化の あ っ た時期 区分

ご と に ま とめ た （Table　3）。

　　　（1） 内地 留学で 学ん だ内容 4 名の 対象者

は、大学 の 教育学部へ 内地留学 した。言語 障害

に 限 らず、障害児教育全般に つ い て学んだ と考

え られ るが 、 A は、「治療 とい う概念 で 勉 強 し

て きた」 と語 り、 B 、　 C、　 D は、最 も意味 あ る
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内容、印象に残 っ て い る 内容 と し て 「臨床実

習」 を挙げた 。

　B は 、 「
一

番は 、 臨床の 体験で すね」、 「年中

に なっ て発見された粘膜下口蓋裂児を担当 。 プ

ロ グ ラム を作 っ て 、 指導 して、カ メ ラ で ビ デ オ

撮 っ て 、具体的 に指導 して い ただ い た こ と」、「臨

床は厳 しか っ たで すね。私の 場合だ と、特殊学

級 を経験 して い るか ら子 どもと上手 に遊 ぶ 、 子

どもを指導にの せ て あげ よ うとい うとこ ろが多

くて 、 言語訓練的な要素が非常に弱か っ た 。 そ

うい うところ を特に指導された」、 「担当の 先生

が書か れ た本を見なが ら、そ の 通 りや れ ば い い

ん だ なと思 い な が ら、学ばせ て い ただ きま した 。

こ ん な世界があ る の か と衝撃的だ っ た」 と語 っ

た 。

　C は 、 「1 年で現 場に 返 して それ な りの 仕 事

をさせ なきゃ い けない か ら 、 か なり実践 的なと

こ ろ に 重きを置か れ たん じ ゃ な い か と思 い ま

す」、「大学病院で の 指導や 口蓋裂の お子 さん の

術後 を見せ て い た だ い た りとか 、そ うい うと こ

ろがす ご くた め に な りま した」 とい うよ うに 、

口蓋 裂児の 指導 場面 や術 後の 様子 を見せ て も

ら っ た こ とを挙げた 。

　D につ い て も、 「
一

番基本なの は 、 先 生 が 子

どもと対応 して い る、それ を見せ て もら っ たこ

とです よね 。 それ は 、 技術的な こ と もある し、

それ か ら普通学級 に い る と大勢 を相手にするか

ら、一
対

一
で は こ うい う感 じなの ね 、 み た い な、

そうい う面で は、先生の 指導見 る の が
一

番役に

た ち ま した」、「技術 的なこ とは ね 、 何 も知らな

い こ とだ っ たか ら、こ うや っ てや るん だ っ て い

う、そ うい うこ とで すね 。 サ行 と側音化構音 の

お 子 さん 、 それか らケが チ ェ にな るお 子 さん 、

そ の子の 舌を操作 して とか 、 構音点が どうの こ

うの と本見 て も実際 に は ど うや っ て 指 導す る

の っ て。そ うい うの を先生 に見せ て もらえて こ

う い う手立てが あるん だ っ て 思 い ましたね」 と

構音 指導の 実際を見せ て もら っ た こ とを挙 げ

た 。

　　（2）職務 に 対す る役割意識 ：面接調査 の 逐

語録 か ら、「内地留 学修 了後 、ど の よ うな役割

意識 をもっ て仕事を して きた か」につ い て語 ら

れて い る部分を抽出 したとこ ろ 、 言語治療 （A ，

B ， D）、 他の 障害の 子 の 指導 （B ，
　 C）、 保護者

支援 （A ， B）、
コ ー

デ ィ ネー
タ
ー （A ）、 担任 と

の 連携・啓発 （B ， C ，
　D ）の 5 つ に まとめ られ た 。

　　  言語治療 ：A 、B 、　 D にお い て は、「治療」、

「治す」とい う言葉が語 られた 。 A は、「治療 と

い う概念を強 く持っ て い る んで し ょ うね 。 は っ

きり発音が きれい にな っ た とか 、 吃音が改善さ

れ た とか 、そ うい う喜びがある っ て い うこ とと

裏腹 にあの 先生 の と こ ろに通 っ た けど発音が 改

善 され ない となる と非常に厳 しい 評価を受ける

と い う、そ うい う中で 仕事を して い る と、あ る

程度の 成功 があれば非常 に充実感の ある仕事だ

と 、 そ うい う思 い を言葉の 教室の 先生はか な り

持 っ て い て 、 だか ら こ そ プラ イ ドもあ っ た」と

語っ た 。

　B は、「言語 の 場 合 は、結果 的 に 治 らなけれ

ばや っ た こ とにな らない j と語 っ た 。

　D は 、 「（通級 に）来 た子 を治すこ と」、「構 音

の お子 さん は 、 最終的には改善する」、 「吃音は

治 らな い 。 それが釈然 としな くて 。 で も通 っ て

くる し、指 導上
一
番苦労する」 とい うよ うに、

言語障害を治す こ と、吃音 は治 らない の で 指導

に 苦労す る ことが語 られ た 。

　　  他 の 障害の あ る子の 指導 ：「構 音の 指導

に つ い て は 、 臨床で 習 っ た こ と をや っ て い けば

治る ん じ ゃ な い か な とい う感 じで したね 。

一
番

困 っ たの は、自閉症の 子が来て い たこ と。 言語

に ね」 （B ）、「言語障害 の お 子 さ ん の 他に 、知

的障害の た め に言語の発 達が遅れて い るお 子 さ

ん もきて い た」（C）とい うよ うに 、 自閉症や 知

的障害の ある子 ど もも通級 して い た 実態か ら 、

言語治療 に かか わ らず指導を行 っ たこ とが語 ら

れた 。

　　  保護者支援 ：「幼児で は、特に母親指導 、

月
一 くらい 、 それ も土曜 日の 午後あた りにや っ

た覚えが ある な 。 （略）親御さん 指導み た い な

もの 力入 れ て や りま した よ」 （A ）、 「そ れ と家

族の ケア と い うの で すね 」（B ）と、A 、　 B か ら

は保護者支援役割が語 られ た 。
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　　  コ ーデ ィ ネータ ー ：「昔か ら コ ーデ ィ ネー

ターカが求め られて い なか っ たか とい うとそん

なこ と は な くて （略）、 言葉 の 教室の 担任 して

い りゃ 、当然、親学級 と言われ る先生 と交流 し

なきゃ い けない し、 口蓋裂の お子 さん だ っ た ら、

お 医者さ ん と当然や りと りしなけ りゃ い けない

し、保護者 とや りとりしなければ い けない 」（A ）

とい うように、A は、言語障害教育で は、当初

か ら コ
ー

デ ィ ネー
ター役割を意識 して い た こ と

を語 っ た。

　　  担任 との 連携 ・啓発 ：「連絡帳」 （B）、 「（担

任 と の 連携 は）必要で すね 。 そ こ の ク ラ ス の 子

とも仲 良 くなれた らい い で すよね」（C ）、「（他

校と は 、 お 母 さん に）、 学級担任 にお会 い で き

た らこ う言 っ て ください とか 渡 して くだ さ い っ

て い う感 じで もあ りま したけど」（C）とい うよ

うに 、連絡帳や保護者 を通 じて 、 連絡を取 り合 っ

て い た 。 また、「私が知 らなか っ た よ うに、担

任 も知 らな い ん だわ （略）。だか ら、こ と ば の

お便 りは とにか く出 しま した ね 。 担任 、 保育園、

小 中学校教育委員会 、 福祉 関係、全部配 りまし

た 。 月 1 回」 （B ）、 「実際 に通 っ て こ な い 子 ど

もをど う掘 り起こ すか、他 の 先生方へ の 必 要性

とか 、 こ うい うもの があ るん だよ っ て い うこ と

を ど うア ピール するか っ て い う、そ こ らへ んは 、

私 たちが言 わない と向こ うは わ か ら ない か ら、

必要な仕事な んだ ろ うな と思 い ます」 （D ）、 「短

時間なん だけ ど構音障害の 録音 を聞 い て もらう

研修を して い ます」 （D ）とい うよ うに、言語障

害や その教育 に つ い て の 理解 を促 して い た。

　　（3）内地留学後の 研修 ：時期区分 にか かわ

らず 、 校外で行われ る研修会に 出か けた り、 地

域 の 言語 障害教育担当教師で研 究会 を組 織 し

て、言語障害に 関する知識 を得た り、 指導技能

に つ い て学ん だ こ とが挙 げ られた 。

　 A は 、 「行政 として 、 言葉 の 教室 を担 当 した

先生 に定期的に研修 を受 けさせ る とか、中央か

ら講師 を呼 ん で きて研修を受けさせ る とい うの

は なか っ た と思 い ます 。 それ で私た ちは どうし

たか とい うと担当者同士 が 自主的に集ま っ て研

修会を組織 した」、「中央研修で すね 。 中央で は

ね 、 夏休 み 3 つ くら い 講座 が あ っ て ね 。 言葉

だっ た ら言葉、情緒だ っ た ら情緒の 講座があ っ

て 、 そん な と こ ろ へ よ く行 っ たな 。 自費で 、 3

万 も 4万 もか けて行 っ て きました」と語 っ た 。

　 B は 、 「ポー
テ

ージ っ て の はプ ロ グラ ム が魅

力で 。 自閉症が 来た と き、教科書が な い じ ゃ な

い で すか。プ ロ グ ラ ム が な い 。研修会行 っ て 、

プ ロ グ ラ ム の 魅力 に と りつ か れた りして 」、 「今

の 勉強会 が なか っ た ときは、新潟 の勉 強会 まで

行 きま したよ 。 そ うじ ゃ な い と、 勉強する場所

が な い っ て い うかね 。 そ こへ 行 くと先生方の 苦

労話とか 、
い わ ゆる テ クニ ッ ク的なとこ ろ とい

ろ ん な症例 を自分が や らな くて も教えて もら っ

た」 と語 っ た 。C は 、「毎月、土 曜 日集 まっ て

学習会 。 そ の とき、悩みが あれ ば、実践 を もっ

て い きますの で 、 皆 さん 教 えて ください 、み た

い な こ と で 、 勉強 し合 い を した っ て い うの は、

そ れ は心強か っ た で す よ ね 。

一入職 なん ですよ

ね 。 相談 した い ん だけど、や っ ぱ り、ち ょ っ と

専門性の ある 中身、仕事な の で 、だれ もや っ ぱ

り応 じ られ ない か ら。 そ うす ると、同 じ地域の

言語 の 先生 に こ うい うときどうする ？っ て相談

する しかな くて」 と語 っ た 。

　D も「地域の 先生方と の 研究会 。
い ろ んなケー

ス を聞 い て、勉 強に な りますね 」、「日言研 （日

本言語障害児教育研究会）とか全難言 （全国公

立学校難聴 ・言語障害教育研究協議会）」 と語 っ

た 。

　 3 ．言語障害通級担当教師に 求 め られ る役割

　　や専門性

　面接調 査の 逐語 録か ら、「内地留学後、長年

言語 障害教育 に携わ っ て きた現在、言語障害通

級担 当の 先生 に は、 どの よ うな役割や専門性が

求め られ て い る と思 うか」 に つ い て の 語 りを抜

き出 し て 、対象者 ご と に整理 した （Table 　3）。

さ らに、4 名の 対象者 が挙げた内容全体 をカ テ

ゴ リーに 分類 した （Table　4）。

　　 （1）求め られる役割や 専門性 （対象者ご と

の 分類）：対象者 ご と の 結果 は、Table　3 の 通 り

で あ っ た 。

　A は、「人 間理解力」、「教育課程編成力」、 「指
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導力」、「カ ウ ン セ リン グカ 、 お母 さん 指導」、「感

化 力」、 「コ ー
デ ィ ネー

タ
ー
」の 6 点を挙 げた 。

障害名か らで は な く
一

人の 子 ど もと して 理解

し、教育課程 を編成 して 実際 に 指導を行っ て い

くこ と、保護者を理 解 ・支援す る と ともに 必要

な教 育に つ い て 説 明す る こ と、関係 者 を コ
ー

デ ィ ネー トす る こ とが求め られ て い る とい う内

容で あ っ た 。

　B は、「い ろ い ろ な障 害種 に 対 応 す る 力」、

「チ
ー

ム プ レー」、「関係者 をつ なげて い くコ ミ ュ

ニ ケ ーシ ョ ンカ」、「子 どもの 人格の 尊重」、「家

族の ケア 」、 「コ ー
デ ィ ネー

トする力」の 6 点 を

挙 げた 。 B も、子 どもを言語障害の 部分だ けか

らみ る の で は な く、一
人の 人間 と して 尊重 し、

家族や 関係者とともに チ ーム で 指導を行 っ て い

くとい う内容 で あ っ た 。

　 C は 、 「学 級担任支援 」、「学校 の
一

職員と し

て の 立場の 理解」、「
一
対

一
の 授業」、「教育相談」

を挙 げた 。 「通 級は と て も専 門的 な とこ ろ で 、

組織か ら分断しちゃ うようなイメ ージが なきに

しもあ らず」な の で 、 学校の
一

職員 として の 自

覚 を持 っ て仕事をする こ と 、

一対一
の 授業づ く

り、学級担任 か らの 相談 にの っ た り支援 した り

する役割 と い う内容で あ っ た 。

　 D は 、 「言語 障害を治す こ と とその ため の 技

術」、 「担任や保護者に対 して 説明す る力」、「LD 、

発達障害全般に つ い て の 指導力」で あ っ た。言

語障害を治すこ とは こ れ まで と変わ らな い 役割

として 挙 げ、担任や保護者が 納得で きる よ うに

説明 をす る こ と、 発達障害の指導力を挙げた 。

　　（2）求め られ る役割や専門性 （内容全体の

分類）：（1）で 対象者ご とに 示 した 内容全体を、

KJ 法 を参考に して 分類 した （Table 　4）。 そ の 結

果、《指導力》 、 ＜関係者 との 協働 》、《全人

的に子 ど もを理解する力》、《学校組織にお け

る 立場 の 理解 》 、 〈教育課程編成力 〉 、 《感化

力》 、 《
一

対一
の 授業》 、《教育相談》の 8つ

の カ テ ゴ リ
ー

に分類 され た 。 こ の うち 、 《関係

者 と の 協働》は 、4名全 員が挙 げた 内容で あ っ

た 。

　《 指導力》に は 、 指導手順 を開発す るく指導

力 〉 、発達障害な ど〈様 々 な障害に対する指導

力〉 、 〈 言語治療技術 〉 が含 まれた 。

　《 関係者 との 協働 》 は、教職 員 や保護者 を

チ ーム の 一
員として とらえ連携 し て 指導を行 っ

て い く＜ 教職員 ・保護者と の 連携〉 、〈 担任へ

の支援〉、〈保護者へ の 支援 〉 、 〈 言語 障害 に

つ い て の 理解 を求め る ための 説明 〉 、〈 コ
ー

デ ィ ネーター〉 であ っ た 。

　《 全人 的に子 ど もを理解す る力 》は 、 言語障

害か ら子 ど もをみ る の で は な く、一人の 人間と

し て 尊重 して 理解する力で あ っ た 。

　＜教育課程編成力》 は、言語障害教育に は予

め決 め られた教育課程が な い 中で 指導内容 を構

成する力 、 ＜感化力》は 、 保護者が納得で きる

よ うに 自分の 教 育 に対す る考えを 感化 で きる

力、《学校組織にお ける立 場の 理解》 は、あ く

まで も学 校 の
一

員と し て 教育を行 うと い う意

識、《
一

対
一

の 授業》 づ くりがで きる力 、＜ 教

育相談》は 、 就学指導委員会の 委員と して の 役

割が果た せ る こ とで あっ た 。

N ．考察

　 1．内地留学で学んだ内容

　A 、B 、　C が 内地留学 した時期は、「治療教育

の 専 門教師」 （文部省 ， 1973）で ある こ とが求め

られた 。 D が内地留学 した時期は通級 に よる指

導が 養護 ・訓練とし て 位置づ けられた通級制施

行後 で あ るため 、個 々 の 児童生徒 の 実態に応 じ

た特 別 の 指導 （養護 ・訓練，自立活動）を、学

級担任 と連携 して学校の 教育活動全体 を通 じて

行う役割が求め られた 。 こ の よ うに、求め られ

る職務の 役割が変遷 して きて い た が 、 B 、
　 C 、

　 D

の 3 名が 内地留学にお い て 学 ん だ 内容 の 中で 、

意味 の あ っ た こ と、一番印象に 残 っ て い る こ と

と して語 っ たの は、構音障害児 の 臨床実習を経

験 した り、 指導場面 を見せ て もらっ た こ とだ と

語 り、共通 して い た 。 「こ ん な世界 が あ る の か

と衝撃的だ っ た」 （B ）、 「大 学病院で の 指導 や

口蓋裂の お子 さん の 術後 を見せ て い た だ い た り

とか 、 そ うい うとこ ろがすご くため に な りまし

た」 （C）、 「そ の 子の 舌を操作 し て とか 、 構 音
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点が ど うの こ うの と （略）、 見せ て もらえて こ

う い う手立 て が ある ん だ っ て 思 い ま した ね」

（D ）と語 っ た 。 A も 「治療 とい う概念 で勉強 し

て きた」 と語 っ て い る 。 初め て 言語障害教育を

学ぶ 教師 に とっ て は、言語治療に関する知識や

指導技能の 獲得が 強 く意識づ け られて い た と考

えられ る 。

　 2 ， 内地留学修 了後 の職務に対する役割意識

　 内地留学の学習 として、言語治療に関す る知

識 と指導技能が意味ある もの と して捉 え られて

い た が 、内地留学修了後、 自らの 職務に対 して

抱 い て い た役割意識 は、言語治療に関する役割

に限 られ ず、様 々 な障害の あ る子 ど もの 指導 、

保護者支援や コ ー
デ ィネーター役割 とい っ た連

携に 関す る こ とな ど広が りをみせ て い た 。

　 A は、校長か ら指名され て、新潟県で初め て

設置さ れた幼児言語治療教室の 担当教師に な

り、 「行政 か らの 期待 を自覚す る と同時 に、研

究的 ・医学的な仕事 として捉 え、それを担 うプ

ライ ドを持 っ て い た」 とある よ うに、自 らに求

め られ る治療教育の 役割を意識 して い た の で は

ない か と考 えられた 。 しか し、 実際の 指導にお

い て は 、 保 護者支援 、
コ ー

デ ィ ネータ ーなど 、

指導の 中で 求め られる役割の 変化 に対応 して役

割意識 を変容させ て い た と考えられ る 。

　 また 、 B 、
　 C に おい て は 、 自閉症や 知的障害

の ある児童 の 指導 に直面 し、 「
一

番困 っ た」 （B）

が 、「自閉症 が 来た とき、教科書が ない じゃ な

い で すか 。 プ ロ グ ラ ム がな い 。 研修会行 っ て 、

プ ロ グ ラ ム の 魅力 に と りつ かれた りして 」 とい

うよ うに 自主 的に研修に 出か けて専 門性を高

め 、 自らの 役割と して対応 しよ うと して い た こ

とが うか が えた 。

　こ の よ うに 、 A 、
　 B 、

　 C に つ い て は、実践 を

進め る 中で 、言語治療以外の 多様な役割 を認識

して い っ た と考え られ た 。 D にお い て も担任 へ

の 理解 を求め る役 割 を認識 して い たが 、 「構 音

障害の 録音 を聞い て もら う研修を して い ます」

とい うよ うに、そ の 内容は、言語障害に つ い て

の 理解を求め る働 きか けが 中心で あ っ た 。

　 3 ．言語障害通級担当教師に求め られ る役割

　　 や専門性

　 内地留学を経験 し 、 そ の 後長 く言語障害教育

を含め特別支援教育に携わ っ て きた対象者たち

が 、 現在、言語障害通級担当教師に どの よ うな

役割や 専 門性が求め られ て い る と考えて い る の

か につ い て 、1）対象者ご と の 分類 、 2）内容全

体の 分類の 2 点か ら明 らかに した 。

　　 （1）求 め られる役割や専 門性 （対象者 ご と

の 分類）：A 、B 、　 C が 挙げた 言語 障害通級担 当

教師に 求め られ る役割や 専門性の 内容は 、 言語

障害を治すこ との 他 、
コ ー

デ ィ ネー ト、 学級担

任支援 な ど多様で あ っ た 。 しか し、D が挙げた

内容は 、 言語障害を治す こ と、その た め に担任

や保護者に言語障害や 指導の 理 解 を求め る内容

及び発達障害の 指導に 関する こ とであ り （Table

3）、A 、　 B 、　 C と D と の 間 に 質的な差が ある と

考 えられた 。

　 A 、B、　 C とD との プ ロ フ ィ
ール 上の違 い は、

言語障害教育担当教 師に なる にあ た っ て の 校長

に よ る指名の 有無、内地 留学 の 時期で ある 。 D

は 、 難発の ある子 ど もを何 とかで きる よ うにな

りた い とい う自らの 希望で 通級制施行後に 内地

留学 した 。 A 、
　B 、

　C は 、 校長か らの 指名 であ り、

内地留学を したの は 、 新潟県にお い て 言語障害

特殊学級が設置され始め た 頃か ら設置数が ピー

ク を迎 える 頃で あ っ た 。 しか し、 本研究の 結果

だ けで は 、校長の 指名の 有無や 内地留学時期が

ど う影響 した の か まで は 明 らか に で きなか っ

た 。

　　 （2）対象者全体にお ける捉 え （内容全体の

分類）：すべ て の 対象者た ちが 挙げた 内容 は、

《関係者と の 協働》 に関する もの であ り （Table

4）、教員等との 連携に 関する 内容が多い
。 対象

者た ちは 、 言語障害通級担 当教師の 職務 は 、 学

級 担任 とと もに指 導 を進 め るこ とで あ る と捉

えて い た こ とが うかがわ れる 。 ＜ 担任等 へ の 支

援 〉 は 、 通級児が在籍学級で 学習 しやす い よ う

に学級経営や教科指導の 改善な どを学級担任 に

求 め る もの で あ る 。 「
一

番困 っ た の は 、 自閉症

の 子が来て い た こ と 。 言語に ね」（B）、 「知的障
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害の ため に言語の 発達が遅れ て い るお子 さん も

きて い た」（C）と語 られた ように 、 B 、
　 C にお

い て は、通級児の 障害の多様化に直面 し、 個に

応 じた教育的支援 を行うに は、通級指導教室で

行 う自立活動の 時間の 指導だ けで は不十分で あ

り、 学級担任に働 きか けなが ら学級担任と と も

に学級経営や教科指導の 改善 を図 っ て い くこ と

が重視 されたの で はな い か と考えられる 。 通級

指導教室における指導だ けで は な く、 学級担任

と連携 しなが ら学校の 教育活動全体 に お い て 指

導を実施す る の が 自立活動で ある 。 教育経験 を

通 して 、 学校の 教育活動全体 を通 じて行 う自立

活動が求め られる こ とが認識 され たので はな い

か と考え られ た 。

　 4 ．言語障害通級担当教師 の現職研修の在 り

　　方

　 以上 の こ とか ら、まず、こ れまで 実施 され て

きた内地留学の 課題 として 、内地留学で は言語

障害に関する知識や指導技能につ い て は時期区

分 にかか わ りな く提供 され て きたが 、 特 に 、 治

療教育の 専門教師か ら自立活動の 担 当教 師へ と

要請され る 役割の 変化 が あ っ た 時期にお い て 、

新 たに要請 された役割 を遂行する ため の 内容が

提供 されたの か どうか が不 明で あ っ た こ とが挙

げられる 。 安藤 （2009a）が 「教師は 、 その 職 を

採用によ り得るが 、 あ くまで教職 の 緒 に就い た

だけであ り、生涯を通 じて 社会の 要請 に応 じた

資質、専門性の 向上 に努め なければならない の

で ある」 と指摘 して い る ように、現職研修で は、

教 師が社会か ら要請 される役割を把握で きる よ

うな内容を提供する ことが 重要なの で はない か

と考え られ た 。

　次 に、対象者たちが 教育経験 を通 して 追求 し

た言語障害通級担当教師に 求め られる役割や専

門性 は 、 関係者 との 協働で ある こ とが明 らか に

な っ た 。 2008年に告示 さ れ た小 学校学習指 導

要領で は、指導に つ い て の 計画 を個別 に作成す

る こ とが 盛 り込まれ、「通常の 学級に お い て 担

任教師は 自立活動の 指導をど う行 うの か 、 個別

の 指導計画は 、 通級指導教室の 担 当教師 とどう

協働 して 作成す る の か な ど 、 今後 、 大 きな課題

となる こ とが想定され る （安藤，2009b）」。

　言語障害通級指導教室に通級 する児童生徒の

実態が多様化 し 、 言語障害の知識や 指導技能だ

け で は対応 出来な くな っ て い る現在 、 求め られ

る役割や 専門性は、本研究の 対象者 た ちが追求

して きた よ うに 、 関係者 と の 協働に関する もの

で あ り、 それは、学校の 教育活動全体を通 して

行う自立活動に関する専門性で ある と考え られ

る 。 言語障害担当教 師の 現職研 修で は 、 言語治

療 に関す る知識や指導技 能だけで は な く、関係

者 と の 協働に 関する 内容を位置づ けて い くこ と

が 求め られ て い る の で は な い か と考える 。

　 また、地域 の 言語障害通級担当教師 同士 で 組

織する研究会 が重要な研修の場にな っ て い る こ

とが 明らか に な っ た 。 全国公立 学校難聴 ・言語

障害教育研究協議会 （2010）の 調査で は、全 国

の 難聴 ・言語障害通 級担当教 師の 61．7％が
一

人

担当で あ っ た こ とを報告 して い る 。 こ の よ うな

状況の 中で 、自らの 役割 に気づ き、専門性 を高

め る の に は困難が 伴 うこ とが予測 され る 。 言語

障害通級担当教師に なる にあた っ て特別支援学

校教員免許状 の 保有が義務づ け られ て い ない 現

状で は、本研 究で 明 らか に な っ た よ うな 自主 的

な研究会 の 場 は、教師の 専門性を高め る 現職研

修 の場 と して 活用 で きる の で はな い か と考 えら

れる 。

　以 上、今後の 言語障害通級担 当教師の 現職研

修 の 在 り方を検討し て い く上 で 、 研修の 内容 、

方法に つ い て の 基礎的な知見は得られた と考え

られ る 。 今後は、自主的な研究会に おける研修

の 実態 を含め 、全 国の言語障害通級担当教師の

現 職研修 の実態を明 らか に した い
。

　 なお 、本研 究で は、目的に該 当す る対象者が

限定 され、必ず しも各時期を代表す る対象が選

定で きた わ けで は ない 。 その た め、得 られた結

果を一般化す るに は限界があ る 。 今後、対象者

を増や し、よ り妥当な結果を得る こ とも課題 と

して 残された 。
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     Realities and  Issues of  On-the-Job  Training:

For Resource Room  [Ileachers for Speech Disorders With

 Domestic  Exchange  Experience  in Niigata Prefecture

Kazuko  FUJII

  In recent  years, resource  roern  teachers for speech  disorders have been required  to provide

instmction not  only to children  with  speech  disorders but also  to those with deyelopmenta1 disorders.

In other  words,  teachers  can  no  longer rely solely on  their knowledge and  instruction techniques for

speech  disorders. Therefore, to provide generalized special  education  instruction, they require  on-the-

job training to enhance  their expenise.  The  purpose of  this study  is to clarify the realities and  issues

surrounding  the forms of  on-the-job  training that have been conducted  so  far, and  to get basic

knowledge to exarnine  possible future forms of  on-thejob  training, The research  consisted  of  semi-

stmctured  interviews conducted  with  four teachers,  all ofwhom  undertook  domestic exchanges  during

the 1980s, 199es, and  2000s in Niigata Prefeeture. From  the domestic exchange  program  contcnt,  the

teachers  recognized  meaningfu1  knowledge and  instmction techniques aimed  at speech  disorders.

However, the expenise  that these teachers  regarded  as important was  not  limited to speech  instmction.

This research  found that the teachers  recognized  their educational  role  as  part of  collaboration  with

classroom  teachers and  parents. Then, these findings were  used  to investigate future forms ofon-the-

job training.

Key  words:  resource  room  teachers for speech  disorders, on-theal'ob training, prefessionalism
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